
西多摩ブロックニュース

2010.2.22． 学校体育研究同志会東京支部 西多摩ブロック

～「技術」と「集団」ということとも関わって～

２月２０日（土）にあきる野・屋城小で西多摩ブロック２月例会が開催されました。水本さん

の４年生ハンドボールの授業の報告が予定されていましたが、都合により水本さんが参加できな

かったため、参加者それぞれが近況を報告し合いました。その中で、今行っている体育の実践に

ついて、生活班をどのようにつくり、どのようなはたらきかけをしているかなどについて話し合

われました。参加者は５人でした。

Ａさんの学校では学芸会が近づいていて、その練習のために体育館での体育ができなくなって

しまっています。校庭は中学校が優先的に使っているので、体育専科の剛力さんとしては、どこ

で体育をやったらよいのかと、とても困っていたそうです。そこで考えついたのが、以前にも取

り組んだ「ペースランニング」です。少し先には学校の近くの井の頭公園で行われる「駅伝大会」

もあるので、それに向けての学習という意味もあります。

往復２００ｍの渡り廊下を使ってのペースランニングです。ラップタイムが表示されるストッ

プウォッチを１２個用意できたので、３人一組になって、走る人、タイムを計る人、記録する人

に分かれて、順番にやっています。「長く、楽に走る」「がんばらない」ことを大切にして取り組

んでいます。渡り廊下の往復で走っているので、すれちがった子同士がハイタッチをして励まし

合っているということでした。走るのが苦手な子も、ペースランニングを喜んでやっているそう

です。距離も２０００ｍまで伸びてきているということでした。

Ｂさんはサッカーの実践をしています。地域のサッカークラブで練習していてサッカーの得意

な子と、サッカー経験のない子との技術差がとても大きいという学級の実情があります。Ｂさん

は、サッカーの好きな子、得意の子をリーダーにして、６つの班をつくりました。そしてまずサ

ッカーのゲームをしてみます。サッカーの得意なリーダーの子をゴールキーパーにして、「自分の

チームの様子をよく見て、指示を出してね。」と言っておきます。ゲームが始まると「もっと上が

れ」とか「しっかり動け」とかリーダーの子たちは声をかけますが、言われてもどう動いていい



かわかりません。サッカーのことをよく知らない子が多いということがリーダーの子たちにもわ

かります。

それで、サッカーのルールなどをみんなで学習していく、その中にゲームも入れながら進めて

いくということを合意して、学習を進めてきているということでした。

Ｃさんの学校で、体育の実践経験も豊富な先生がバスケットボールの授業をされたそうです。

そのクラスにはバスケットボールでもうまく動けずに、その先生に言わせれば「絶対にシュート

なんかムリ」という子がいるということです。その先生の授業は「とてもよかった」と絶賛され

ていたということですが、Ｃさんとしては「ボールを触ってない子もいたのに…」と思ったり、

そんなふうに「シュートなんかムリ」と決め付けるのはいかがなものかと感じていたので、「どう

なんでしょうね？」とみんなに問いかけました。

話されたことのひとつは、バスケットボールの特質はひとり残さず誰にも教えたい、２：０を

誰にもわかりできるようにしたい…ということでした。

もう一つは、みんなの思いを大切にした目標づくりのことです。事前のアンケートなどでみん

なの（特に苦手な子、きらいな子の）思いを大切にして目標づくりをします。そして、バスケッ

トボールのいちばんおもしろいところ「シュート」の喜びを誰もが味わいたいということで「全

員シュート」の目標が立てられたりします。その時に、普通にやっていたらとてもシュートなん

かムリと思える子のことが話し合われることもあるでしょう。ではその子もシュートできるよう

にするには、どうしても動きがわからないなら誰かがついていっしょに動くようにするとか、シ

ュートがリングに届かないのならボードまで届けばいいことにするとか、そんなことをみんなで

考えていくことも大切なのではないかという話も出ました。

体育専科のＡさんは、全生研に関わっていて集団づくりの取り組みをしている先生のクラスと、

そうではないクラスとでは、体育に来たときの学習の様子が全然ちがうと感じています。そんな

こともあって、「技術」と「集団」について課題意識をもっています。山内さんが「技術指導の系

統と学習集団の系統」を提案していることにも触れながら、体育のグループを生活班にする人も

多いけれど、公立の学校では生活班でどのような活動をしたり、教師はどんな指導をしたりして

いるのかを、みんなに問いかけました。

子どもたちの年齢や、クラスの子どもたちの様子に応じてさまざまな取り組みをしているよう

です。「学校は楽しいところでなくてはいけない。そのためにクラスが楽しくなければいけない。

そのためには班が楽しくなければいけない。」と言って、班づくり・集団づくりの目標をしっかり

ともつようにしたり、「班長は班をまとめられる人、先生の話をしっかりみんなに伝えられる人、

生活のめんどうも見られる人」と班長の役割をはっきりさせた上で班長を決めたり、「班長の言う

ことは先生の言うことだと思って、絶対にきかなくてはいけない。でも間違ったことを言ってい

る時にはちゃんと教えなくてはいけない。」と言って、班長と班のメンバーとの関係をわかるよう

にしたりと、いろいろな指導をしているようです。



Ｃさんは「クラスの休みがちで生活に課題をもっている子がいるのだけれど、同じ班の子が、

『○○ちゃんのこと、家へ行ってどんなようすかみてくるよ』と言って、その子のことを気にか

け行動してくれたら、休みがちな子も、もっと変わっていったかもしれない。そんな生活班にで

きるといい。」と言っていました。

みんながよく話せてよかったです。体育の授業とい

うよりは、学級づくり、それも集団づくりの話が中心

でした。

自分を出せない、集団とつながれない、よく耳にす

るのがコミュニケーション力です。様々な苦手をもっ

た子ども集団、これをどうやってつながり合わせられ

るか。担任にとっての一番の悩みです。同時に一番の

おもしろい仕事なのかもしれません。

それができやすいのが体育という学習かもしれませ

ん。人とのつながり方、うまくするための道すじ、こ

れがつかみやすいのが体育の学習だと思っています。

今年度のまとめをむかえる今、その成果と「課題が

見えてくるはず。

３月例会でも続けて学ばせてもらいたいと思ってい

ます （Ｂさん）

今日は、授業づくりや学級づくりに

必要な生活班について、様々な話を聞

けたのでよかったです。

全員が自分の役割をもち、また自分

の個性を活かせる生活班をつくりたい

と思いました。

（Ｅさん）

・支援が必要な子、なかなかうま

くいかない子も含め、「クラスみん

なで成長しよう」という意識を子

どもたちにもたせるためには、や

っぱり子どもたちとじっくり対話

することが大切なんだと思った。

・子どもたち同士の関係を、生活

の中にまで広がられるかが、自分

の課題の一つだと思った。子ども

たちが仲間の生活まで入り込んで

いくような関係づくりができるよ

うになれたらな…と思う。 
（Ｃさん）

水本さんのハンドボールの授業報告は次回の楽しみに

することにします。

今回は、技術と集団の関係をどう考えるかの問題提起

があり、それに対して日ごろクラスでどのような集団づ

くりをしているのかの具体的な話をそれぞれの方が話し

てくださって、勉強になりました。

Ｃさんが言ったように、学校を休んだ子に「私たちが

家に行ってみるよ」と自発的に行動できるような集団づ

くりができるといいと思いました。 （Ｄさん） 

日々の学びの中で、子どもたちはど

のような力を身につけているのかに

ついて、深く考えることができまし

た。いろいろな子どもが一つの場を形

成する生活班や学習班、学習集団や生

活集団は、なかなか一筋縄ではいきま

せんが、困った時がチャンスで、子ど

もと共に考えて、一歩前進させること

が必要なことを再確認しました。集団

には核が必要で、そこをしっかり育て

ることも大切ですね。 （Ａさん）



≪私が求めてきたもの、実践を通して≫
日時 ３月６日（土）pm１：００～

会場 あきる野市屋城小 ℡042-558-1128（渡邉）

３月は年度のまとめ、 子どもたちと、何をどう学び、どんな力が育て

られたのか。この一年間の実践を振り返りながら、成果と課題を！ 

１ 日時 ３月２０日（土）午後 １時００分より → 開会 あきる野市立屋城小学校

３月２１日（日）午後１２時００分 → 閉会 八王子市立上川口小学校

２ 場所 研究会場 内容

１日目 あきる野市立屋城小学校 ℡042-558-1129  （渡邉）
①３０周年を迎えて 報告：渡邉 光雄氏

②記念講演 講師：堀江 邦昭氏

五日市フャインプラザ・プール（予定）＊車移動します。

③ドル平の研究。今日的到達点を実技で検証する提案

水泳実技研修 講師：荒木 豊氏 平田 和孝氏

※宿泊会場 「たつみ 」＊屋城小近く ℡042-559-1617
④西多摩ブロックの研究の足跡＝全国への発信「井上提案の実践者のコメント」

提案者：井上 佳昭氏

⑤その後、宿泊会場にて、交流会へ・・・・・

２日目 八王子市立上川口小学校 ℡042-654-4403 （井上）＊翌日 am9:00～
⑥「マット・跳び箱・鉄棒について」実技講習

～なぜ、そうすると、うまくいくのか！ 講師：山内 基広氏

４ 参加費 ２日参加費 → プール費用 ＋ 資料代 ＋ 宿泊・交流会 で 10,000円
通い２日参加→ プール費用 ＋ 資料代 で 1,500円
夕食・交流会参加 で 4,500 円
１日参加費 → プール費用 ＋ 資料代 で 1,000円

５ 問い合わせ先 渡辺光雄 ℡自 042-552-1631 
申し込み →3月８日（月）までに！ メールアドレス watax2@t-net.ne.jp

mailto:watax2@t-net.ne.jp

